
焔 留萌市手をつなぐ育成会主催の第２０回収穫
祭パーティーのご案内をいただきました。日
時は９月１２日午後６時３０分で、場所は留萌市
中央公民館です。

焔 ８月８日のあんどん例会は天気に恵まれ、
多くの会員のお手伝いをいただきありがとう
ございました。

焔 １０月３～４日に滝川市にて開催される地区
大会に、３７名という多くの会員の登録をいた
だき感謝申し上げます。

焔 米山梅吉記念館創立４０周年記念式典のご案
内と館報をいただきました。

１）芦別ロータリークラブより活動計画書を受
領しました。

会報受領先
・・砂川ＲＣ №１９２１号～№１９２５号

社会奉仕委員会 西谷（恭）委員長
あんどんパレードに参加された会員の皆様、
大変ご苦労様でした。また当日、ワールドワン
様、夜蘭花様、モンロー様、志路様から沢山の
差し入れを頂きました。ありがとうございまし
た。それと、パレードにて使用したハッピです
が、岡谷クリーニングさんにはまだ半分位しか
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届いていないと連絡が入っています。お忘れの
方はお早めに岡谷クリーニングさんまで届けて
下さい。

・・地区大会、多くの皆様の登録ありがとうござ
います 対馬会長

・・８月８日のあんどんパレードありがとうござ
いました 西谷（恭）会員
・・写真撮影ご協力ありがとうございました

澤田会員
・・田中先生よりＤＶＤ、佐藤（寛）会員より写真
をいただきました 中川、河部会員
・・あんどんＤＶＤをいただきました 武井会員
・・あんどんの写真いただきました

田中、遠藤、山本、大嶋、行徳、関野各会員

前 回 ２６１，０００円
今 回 １５，０００円
累 計 ２７６，０００円

「富士登山駅伝について」

留萌駅伝チーム監督 小林 敬様
本日は留萌ロータリークラブの例会にお招き
いただき、誠にありがとうございます。
私は前監督の近藤監督より２年前に監督を引
き継ぎました。たしか平成１８年に３位入賞を果
たし、ロータリークラブの例会にて報告をした
記憶があります。今年も３位入賞を目指し頑張
りましたが、残念ながら４位という結果となり
ましたので、本日ここに４位入賞の報告をさせ
ていただきます。私はこのような講演は初めて
ですので大変緊張しておりますが、よろしくお
ねがいします。留萌自衛隊駅伝チーム、本日の
テーマを「絆」として進めさせていただきます。
本日の卓話は５項目ありまして、①大会成績、
②過去５年間の成績、③留萌チームの特性、④
選手の絆、⑤チームの絆、についてお話をさせ
ていただきます。

まず、今回の秩父宮記念第３４回富士登山駅伝
の大会成績は留萌チームは前年と同じ４位でし
た。１位は前年度優勝チームで、地元の滝ヶ原
自衛隊チームでした。時間は２時間５９分０９秒で
す。第２位は第１空挺団チームで、３時間０２分
３２秒でした。目標にしていた第３位には九州鹿
児島の国分自衛隊チームでした。時間は３時間
０４分３４秒。そして第４位に留萌自衛隊チームが
入り、時間は３時間０５分３５秒でした。以下５位
は守山自衛隊３５普通科連隊チーム、６位北熊本
４２連隊チーム、７位練馬１普連、８位大宮３２連
隊、９位板妻３４連隊、１０位は米子自衛隊チーム
でした。区間では富士山の山頂を目指して御殿
場陸上競技場から青年の家までの１区５．４８娃、
標高５２１ｍを三浦二曹３３才が１１位で飛び出し、
２区４．６４娃、青年の家から馬返し上までを加藤
三曹３５才、最年長が５人を抜いて６位まで上が
り、その時点で標高は７０５ｍです。３区は新名
士長、初参加で留萌で走りたくて２１才の若さな
がら宮崎から転属してまいりました。１年目で
選手となり３区を任せました。馬返し上から太
郎坊までで、標高は１０５１ｍ、順位はそのまま維
持、そして４区から砂走りとなりまして、３区
までは舗装道路ですが４区からは砂・火山灰の
道を走り、標高１４３１ｍで、太郎坊から２合８勺
まで、新井三曹が若干順位をひとつ落とします
が、粘り強い走りで、山区間のエースである北
住士長、熊本県出身の２２才に繋ぎました。標高
が２０８５ｍまで上がります。そして５区が、２合
８勺から７合５勺までで、今年はここでドラマ
がありました。本来であれば、留萌チームの最
も得意とするところでありますが、今年は梅雨
明けが遅くて気温４度、風速２０ｍという、昭和
５７年以来の７合５勺折り返しとなってしまいま
した。
このあとの６区は前年度区間賞をとった佐藤
三曹でしたので、大いに期待されるところでし
たが、残念ながら５区の北住士長が折り返しと
なってしまいました。ちなみに６区の折り返し
地点は標高３７２０ｍで、山頂が３７７６ｍです。こ
の５区の選手たちには過酷なレースとなりまし
たが、この悪天候の中、北住士長は圧倒的な走
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りで７位から一気に３位争いを演じ、８区の新
井三曹につないだ。８区では新井三曹が３位に
順位を上げ、９区新名士長につないだ。３位争
いは９区・１０区で続き、九州で№１の国分自衛
隊チームと争い、１０区加藤三曹、アンカー１１区
三浦二曹が粘るも、スピードに勝る国分自衛隊
には及ばず４位でテープを切りました。
今年のチームの目標は、昨年が４位でしたの
で目標は高く、３位以内入賞を目指し１年間練
習に励みました。しかしながら、山頂部の６区
が中止となり、残念ながら４位という順位にな
りましたが、最後まであきらめずに走った選手
にエールを贈りたいと思います。私から選手に
対し目標を達成するために、４つの要望をだし
ました。１つは、走る情熱。２つは仲間との信
頼。３つ目が野性的な走り。そして最後に感謝
と絆です。走る情熱とは、仕事も趣味もそうな
んですがやはり情熱がなければ続きません。そ
してタスキを繋ぐための信頼を大切に、野性的
な走りとは、平地の大会であれば野性的な走り
は必要ないのですが、富士山を走るという過酷
な条件での走りでは、やはり野性的な気持ちが
ないと人間だけの本来の力では一つ上にいけま
せんので、選手には野性的な部分は大事だとい
う事をいつも伝えています。
最後に、感謝と絆です。我々がこのような大
会で走れるのは、同僚が我々がいない時に仕事
をカバーしてくれるからで、現在お盆休暇中に
も関わらず、兵庫県や九州の災害に派遣されて
いますので、大変感謝致しております。そして
絆ですが、これが留萌チームの特性ですが、選
手と選手の絆、選手と監督との絆が大切だとい

うことです。
ここで過去５年の成績をお話いたします。平
成１６年は５位、１７年も５位、そして平成１８年が
３位入賞を果たしました。平成１９年は６位でし
たが、昨年平成２０年度は４位でした。ちなみに
平成１１年度１２年度は３位で、平成９年度には準
優勝をしております。
次に留萌チームの特性ですが、これは第１に
ベテランが強い。三上世代で３５才の選手が３名
おります。他のチームは２０代の選手が多いので
すが、留萌チームはベテランが若い選手を引っ
張っております。第２に山岳区間の若返り。私
も３８才まで、一昨年まで走っておりましたが、
その山岳区間も２５才の選手に交代致しました。
第３に自然環境に恵まれているという事です。
留萌チームは、よく他のチームから「スポーツ
施設が無くて大変だね」などと言われます。し
かし、私を含めて選手一同は、千望台や日本海
など、吹雪を含めて自然環境全てが練習になり
ます。１０月下旬から３月下旬までの期間は雪等
で、本州の選手からは「冬は走れなくて大変だ
ね」と言われますが、冬の道の方が走りこみに
は最適だと私たちは思っております。そして先
ほど話した、選手と選手、選手と監督との絆、
感謝の気持ちです。また、留萌チームは登りに
強い留萌とも言われておりました。平地ではそ
んなに良い順位ではなくても、登りに強い伝統
は守られております。そして特性の最後に、応
援団が日本一であると言う事です。今年も高橋
留萌市長を始め、留萌支庁長さんも応援に来て
いただき、赤いＴシャツを着て、熱い声援を頂
き、日本一の応援団だと思っております。
そして選手の絆についてお話いたします。先
ほど留萌チームの特性としてベテランの選手の
事を言いましたが、留萌チームには４名の誇れ
るベテランがおります。三上雅等３５才、平成１６
年に旭川より留萌に配属になり、近藤監督の時
代の１８年の３位入賞に貢献しております。現在
キャプテンです。２人目は加藤正彦３５才、留萌
で走りたくて平成１８年仙台より留萌に配属、平
成１８年の３位入賞に貢献、今年も最年長で大会
に出場しております。同じく平成１８年旭川より
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配属になり、現在コーチの片山純３５才です。最
後に進藤タカシ３５歳で留萌出身です。平成１８年
の３位入賞に貢献しており、現在富士学校静岡
の方に行っております。４人の共通点は、４名
とも同級生で陸上部、大学時代は陸上部で全日
本大学駅伝出場、卒業後、進藤三尉だけは別で
すが、他の３名は一回スパッと陸上をやめて、
就職をしています。その後、この４人は陸上の
情熱を忘れず自衛隊に入隊するが、この４人は
各々自衛隊に入隊したことは知らず、自衛隊の
駅伝の全国大会で再会し、お互いに「お前自衛
隊に入ったのか、今度一緒に走ろう」という事
で、留萌で再会しました。高校を卒業して１４年
後のことです。進藤三尉は留萌出身、三上二曹
は羽幌出身という事で、中学校・高校時代はラ
イバルでした。三上二曹と片山二曹は札幌学院
大学で北海道代表として全日本大学駅伝に出場
しております。三上二曹、加藤三曹は高校時代
インターハイに出場、大学時代は全日本大学駅
伝に出場しております。片山二曹だけはレベル
が高く、銀行員を１年経て、自衛隊の大学校へ
行きまして、実業団選手と共に限界まで挑戦し
ました。加藤三曹に付きましては、東北の６師
団ですが、ここは自衛隊で駅伝では日本一の駅
伝チームでありまして、駅伝で全国優勝を経験
しております。進藤三尉は留萌出身でバイアス
ロンでアジア大会銀メダル、ワールドカップに
も出場しております。この４人の内１人でも留
萌に居れば、この留萌の伝統を継承してくれる
ものと思います。
次にチームの絆という事で、お話致します。
今回の富士登山駅伝には私以下１６名が参加いた
しました。走る選手は６名ですが、戦いは監督
以下１６名で戦うと決めております。１区から６
区までの６名でつなぎ、補員は３名までが登録
されます。登録されない選手もおり、最後の記
録会においてはゴールした後に泣き崩れてしま
う選手も出てきます。目標としていたタイムが
出ずに、本当に見ていて涙する瞬間でもありま
す。１年間駅伝に情熱を傾け、この瞬間に全て
をかけるのですから、選ばれた選手はこの選手
達の為にも最後まで諦めず、頑張ろうという気

持ちになります。力的には正直言いまして山頂
区間が一番のチームの強みでしたが、６区の山
頂区間が中止となり、正直６位から７位くらい
の順位でしたが最後まで諦めず、５区の北住士
長が頑張ってくれて、この富士登山駅伝のエー
ス区間を若干２２才の若さで走り抜けました。た
だ残念ながら、北住士長は今年退職してしまい
ます。本当は昨年自分の夢を実現するために退
職する予定でしたが、昨年４位という事で、１
年間だけという条件でこの日のために残ってく
れました。北住士長は最初７位でタスキを受け
ましたが、強豪チームの選手を抜き３位まで順
位を上げてくれました。私は日ごろ結果だけを
求めておりますが、感動はそれを見てくださる
方が感動するもので、感動を求めた走りはする
なと言っております。しかし私自身、北住士長
の順位経過とタイムを無線で聞いていると、涙
が込み上げて、そのタイムを書き写す事が出来
ませんでした。
この様に４名の選手の絆、チームの絆がある
限り、留萌のチームは戦い続けていけると思い
ます。留萌自衛隊駅伝チームは留萌市民の支え
と応援があり、今に至っております。今後も留
萌自衛隊駅伝チームは留萌市民とともに戦いま
す。今後とも応援よろしくお願いします。
本日はありがとうございました。
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